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平成元年(1989) 
個展を前提とした作品制作研究⑹ 

第6回個展・画廊沖縄 in  Naha 

  金城 満 
 

 

 

１. 展覧会名: 

  金城満個展チルダイとハーダーリーの不協和音 

 

２. 趣旨： 

  それぞれのフォルムが屈折しながら関係を保っている。屈角の微妙さは、休日の真昼  

 間に泡盛を飲びてピンクフロイドの不規則なバランスでカチャーシーを踊っている様な 

 ものだ。最近の金城満の変貌は目が離せない。不揃いのものたちの豊かなコミュニケー 

 ション、金城氏のドゥーワジーとドゥチュイムニーの画面がすばらしい。       

 （画廊案内より） 

 

３. 材料技法 

  ハニカムボ－ドに綿布、ジェッソ地、テンペラ、油彩、箔 

 

４. 展覧会場 

  画廊沖縄 

 

５. 展覧会期  

  1989年02月07日（火）～21日（火） ※14日間 

 

６. 開館時間 

   10：00～19：00 

 

７. 無料 

 

８. 企画  

  画廊沖縄 
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９. 作品リスト 

No.   作  品  名  サイズ（ｃｍ） 材   料 制作年月 備 考 

90 ねみみにみみず 50.0 x 50.0 cm  ハニカムボ－ドに綿布、ジェッソ地、

テンペラ、油彩、箔 

1989 年 第 6 回個展 

91 サイクル  50.5 x 50.5 cm ハニカムボ－ドに綿布、ジェッソ地、

テンペラ、油彩、箔 

1989 年 第 6 回個展 

92 目の上のタンコブ

タンゴ    

50.0 x 50.0 cm ハニカムボ－ドに綿布、ジェッソ地、

テンペラ、油彩、箔 

1989 年 第 6 回個展 

93 イエロ－ノイズ 50.0 x 50.0 cm ハニカムボ－ドに綿布、ジェッソ地、

テンペラ、油彩、箔 

1989 年 第 6 回個展 

94 管理社会  45.5 x 45.5 cm ハニカムボ－ドに綿布、ジェッソ地、

テンペラ、油彩、箔 

1989 年 第 6 回個展 

95 交通渋滞 45.5 x 45.5 cm ハニカムボ－ドに綿布、ジェッソ地、

テンペラ、油彩、箔 

1989 年 第 6 回個展 

96 内から 45.5 x 45.5 cm ハニカムボ－ドに綿布、ジェッソ地、

テンペラ、油彩、箔 

1989 年 第 6 回個展 

97 テレパッシ－  45.5 x 45.5 cm ハニカムボ－ドに綿布、ジェッソ地、

テンペラ、油彩、箔 

1989 年 第 6 回個展 

98 かごめかこめ 45.5 x 45.5 cm ハニカムボ－ドに綿布、ジェッソ地、

テンペラ、油彩、箔 

1989 年 第 6 回個展 

99 ｍｏｏｎ 45.5 x 45.5 cm ハニカムボ－ドに綿布、ジェッソ地、

テンペラ、油彩、箔 

1989 年 第 6 回個展 

100  印  45.5 x 45.5 cm ハニカムボ－ドに綿布、ジェッソ地、

テンペラ、油彩、箔 

1989 年 第 6 回個展 

101  あな－き－ 45.5 x 45.5 cm ハニカムボ－ドに綿布、ジェッソ地、

テンペラ、油彩、箔 

1989 年 第 6 回個展 

102 ダムに沈む村 52.0 x 50.0 cm 発泡スチロ－ルに綿布石膏(ボロ-ニ

ャ)地、テンペラ、油彩、箔 

1989 年 第 6 回個展 

103 赤い糸 90.0 x 90.0 cm 発泡スチロ－ルに綿布ジェッソ地、テ

ンペラ、油彩、箔 

1989 年 第 6 回個展 

104 プログラム 150.0 x 150.0 cm ハニカムボ－ドに綿布、石膏(ボロ-

ニャ)地  、テンペラ、油彩、箔     

1989 年 第 6 回個展、県

展知事賞受賞 
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105 ＧＵ 45.5 x 55.5 cm ハニカムボ－ドに綿布、ジェッソ地、

テンペラ、油彩、箔 

1989 年 第 6 回個展 

106 ＧＩ 27.0 x 55.5 cm ハニカムボ－ドに綿布、ジェッソ地、

テンペラ、油彩、箔 

1989 年 第 6 回個展 

107 ＧＡ 26.0 x 55.5 cm ハニカムボ－ドに綿布、ジェッソ地、

テンペラ、油彩、箔 

1989 年 第 6 回個展 

 

10. 関連イベント 

 アーティストトーク 

 

 

11. 考察（報道等資料）（pp.17-22） 

 ⑴沖縄タイムス 1989.02.06 10 月展覧会紹介 

 

 ⑵琉球新報 1989.02.24 展評/めくるめく色の輝き-スピード豊かな筆の走り 

                     (沖縄県立高校教諭／翁長直樹) 

 

 ⑶沖縄タイムス 1989.03.05 ２月美術月評 

                  (沖縄県立芸術大学助教授/与儀達治) 

 ⑷The Gallery Voice-No.6 

  インタビュー 金城満氏（画家）  

         －コンセプトアートを超えて 

 

 
 ⑶沖縄タイムス 1988.10.14  （同時期同シリーズ作品）  

       県知事賞に金城満さん 
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89/02/07~19・第6回個展・画廊沖縄　in  Naha/チルダイとハーダーリーの不協和音
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89/02/07~19・第6回個展・画廊沖縄　in  Naha/チルダイとハーダーリーの不協和音　　　　　　　　　　　

目の上のタンコブタンゴ   
50.0 ×50.0cm　1989年ハニカム
ボ－ドに綿布、ジェッソ地、テン

ペラ、油彩、箔

サイクル 
50.0 ×50.0cm　1989年ハニカム
ボ－ドに綿布、ジェッソ地、テン

ペラ、油彩、箔
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　　　　　　　　　　　　　89/02/07~19・第6回個展・画廊沖縄　in  Naha/チルダイとハーダーリーの不協和音

テレパッシ− 
45.5 × 45.5cm　1989年
ハニカムボ－ドに綿布、ジェッソ

地、テンペラ、油彩、箔

内から
45.5 × 45.5cm　1989年
ハニカムボ－ドに綿布、ジェッソ

地、テンペラ、油彩、箔
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89/02/07~19・第6回個展・画廊沖縄　in  Naha/チルダイとハーダーリーの不協和音　　　　　　　　　　　　

イエロ−ノイズ
45.5 × 45.5cm　1989年
ハニカムボ－ドに綿布、ジェッソ

地、テンペラ、油彩、箔
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89/02/07~19・第6回個展・画廊沖縄　in  Naha/チルダイとハーダーリーの不協和音

交通渋滞
45.5 × 45.5cm　1989年
ハニカムボ－ドに綿布、ジェッソ

地、テンペラ、油彩、箔

ＭＯＯＮ
45.5 × 45.5cm　1989年
ハニカムボ－ドに綿布、ジェッソ

地、テンペラ、油彩、箔
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89/02/07~19・第6回個展・画廊沖縄　in  Naha/チルダイとハーダーリーの不協和音　　　　　　　　　　　　

管理社会 
45.5 × 45.5cm　1989年
ハニカムボ－ドに綿布、ジェッソ

地、テンペラ、油彩、箔

かごめかこめ
45.5 × 45.5cm　1989年
ハニカムボ－ドに綿布、ジェッソ

地、テンペラ、油彩、箔
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89/02/07~19・第6回個展・画廊沖縄　in  Naha/チルダイとハーダーリーの不協和音　　　　　　　　　　　　　　

 あな−き−
45.5 × 45.5cm　1989年
ハニカムボ－ドに綿布、ジェッソ

地、テンペラ、油彩、箔
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89/02/07~19・第6回個展・画廊沖縄　in  Naha/チルダイとハーダーリーの不協和音　　　　　　　　　　

赤い糸
90.0 ×90.0cm　1989年
発泡スチロ－ルに綿布ジェッソ

地、テンペラ、油彩、箔
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　　　　　　　　89/02/07~19・第6回個展・画廊沖縄　in  Naha/チルダイとハーダーリーの不協和音

プログラム
150.0 ×150.0cm　1989年ハニカ
ムボ－ドに綿布、石膏(ボロ-

ニャ)地  、テンペラ、油彩、箔
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89/02/07~19・第6回個展・画廊沖縄　in  Naha/チルダイとハーダーリーの不協和音　　　　　　　　　　　　

ダムに沈む村
52.0x50.0cm　1989年
発泡スチロールに綿布石膏(ボロー

ニャ)地、テンペラ、油彩、箔

印
45.5 × 45.5cm　1989年ハニカ
ムボ－ドに綿布、ジェッソ地、テ

ンペラ、油彩、箔
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89/02/07~19・第6回個展・画廊沖縄　in  Naha/チルダイとハーダーリーの不協和音

ねみみにみみず
45.5 × 45.5cm　1989年
ハニカムボ－ドに綿布、ジェッソ

地、テンペラ、油彩、箔
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89/02/07~19・第6回個展・画廊沖縄　in  Naha/チルダイとハーダーリーの不協和音　　　　　　　　

ＧＵ
45.5 × 55.5cm　1989年
ハニカムボ－ドに綿布、ジェッソ

地、テンペラ、油彩、箔

ＧＡ
27.0 × 55.5cm　1989年
ハニカムボ－ドに綿布、ジェッソ

地、テンペラ、油彩、箔

ＧＩ
27.0 × 55.5cm　1989年
ハニカムボ－ドに綿布、ジェッソ

地、テンペラ、油彩、箔
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沖縄タイムス
平成元年（1989）年02月06日
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琉球新報
平成元（1989）年02月24日
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沖縄タイムス
平成元年（1989）年03月05日
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コンセプトアートを、超えて ■画家・金城 満

美学の核爆発

ノイズ、気体、液体、固体、情報…。

金城満は、一見絵画の素材からかけ

離れているように思える事象を、貪

欲にかき集める。そして、遺伝子の

思考をとてつもない時間の中で、直

立させたり、あぐらをかかせたりす

る。美術の新たな地平を目指す氏に

語つてもらった。
※GV=ギ ャラリー ボイス

GV あけみお展、金賞おめでとうござ

います。

金城 どうもありがとうございます。

GV 標題は、 「ノスタフレジーJで した

が、作品について少し話して頂けません

か。

金城 僕が言いたかつたのは 「体験Jと

いうことなんです。単に自分の体験と言

うのではなく、永い過去から受け継いで

きた “血"み たいなもの。それに対する

ノスタルジーと言えます。遺伝子レベル

で考えてはしいんですが、人類発生から

35億年たつていますよね。そういう永い

日間に対するノスタルジーなんです。

GV 金城さんの最近の精力的な仕事に

は、びつくりしてしまいます。ところで、

学校の教育現場におられる現在、創作の

時間はどのようにとつていらっしやるの

ですか。

金城 とにかく教師は “忙しい"人 種な

んだと思います。何もないみたいだけど、

何もかもあるようにしてしまう現場なん

ですね。それは仕事自体がシステム化さ

れていないからなんです。ですから、そ

こに入り込んじやうと、とてもじやない

が創作の時間なんて皆無ですよ。僕の場

合、仕事をシステム化して、ちやんと整

理するようにしています。

GV なるほど、仕事に縛られることな

く、創作の場も考えているわけですね。

さて、実に興味深い金城さんの作品なん

ですが、創作上のことについてお聞きし

たいと思います。管理社会から逸脱する

ことの必然性みたいなものが、金城さん

の一つのテーマになつているわけでしょ

うか?

金城 どんなに頑張つても逃れられない

ものがあつたら、その中で逃れられる部

分はどこかと考えるべきだと思うんです

れ 管理というのは一つのルールですか

ら、まずは受け入れよう。だけど、許され

る部分は逃れようというわけです。

自分の作品から引用して言うと、わざ

と枠組を作つて、そのどこかを壊すこと

金城 滴氏

によつて息をしてみる。ところが全体を

壊すと、管理慣れしていますから今度は

不安になる。よつて管理を求めると思う

んですよね。だから、どこを壊せばより効

果的に深呼吸ができるかを考えるわけで

す。こつち側から、逆にどう管理を笑う

ことが出来るか、管理に対する批判が出

来るか、ということなんですね。

GV グローノゆレな視点から、社会シス

テムの枠というルールを設けて自己の意

識の規律とのかかわりあいがテーマにな

つているわけですか ?

金城 なぜ管理が必要か、なぜ枠組が必

要かというのはもう知的な部分でしか理

解できないと思います。

自分の細胞の維持というのは決して自

分がしていたわけではなく、自分の先祖

がしていたことなんだ。程度の差はあれ、

どういう時代であれ、私たちの枠は遺伝

子に組み込まれているだろうと思うんで

すよね。だけど隙間のない枠は息が詰ま

りますから、陳FHHを意識的に作りたいし、

多分意識の助けを借りて枠を壊したいと

いう欲求が起こるんでしよう。しかし根

源にあるのは、無意識の世界という遺伝

子レベルの世界ですから、簡単にはいか

ないわけです。

美術というのは、絵を描くんではなく

て、時間の中で息が詰まりそうな自分と

いうものを感したいと言うことだと思い

ます。

GV 例えばサガンは、自分の表現する

ものは 「魂の告自Jと 言っています。時

代を生きる無意識の中から出てくる遺伝

子レベルの表現欲、イメージを、今を生き

る作家が前面に推しだそうとした時、例

えば公式を学んで絵画してます、という

のはありうることだというわけですね。

金城 公式は、どう使おうといいんだけ

れど、公式を使う必然性がわかつてない

とおもしろくない。公式のおもしろさと

いうのは、なぜこんな公式になつたか分

かつた時のおもしろさですよね。あの感

動の裏にどんな時間が流れているのかそ

の中から材料を持つてこないとね。

美術の新鮮な公式は、美術の中にはな

いような気がします。変な言い方ですけ

ど、それは他のモノにあるんだと思いま

す。美術の公式は自分の公式を持つため

の一つの材料でしかないのですね。説明

付けするのは、とても難しいですけど。

GV 表現する根源みたいなものは、公

式を学んだからといつて補えられないと

いうか、公式の範中ではとても抱えきれ

ないということでしょうか?

金城 この公式というのは、固定された

公式ではなくて動いていくというか、絵

を描く上でのテクニツクでもあるし、あ

謂華個l■ ■
絵のレンタルリース/
月々 2,000円 より

| ′ヽ、J(市役田 中 興 八

〒:J」ヽ ‖けiti,I讐 l ftさ■TEL 19田r―,Jll沖映通り,イァ|‖日t 画廊沖縄営業部:a34-6706
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る公式がみつければどういう表現でも負

担なく出来ると思います。しかし、超スー

パーエクストラというのは、出来ない気

がします。というのは、その公式とは、

現在感じている物からしか作れないと思

うから。過去からは絶対“超"がつくのは

生まれない、そこを壊すこと

によつてしか意外性は生まれ

てこないてしょう。一つのパ

ターンを足したり、引いたり

した所からしか新しいものは

生まれてこないと思います。

また、そういった実験を常に

回転させていかないと、どれ

が自分の公式なのか、どれが

原点なのかわからなくなるし、

見えてこないてしようね。

GV 意味があるようで、な

いようなまどろこしい世界と

いうか、多面的な情報がある

フラットな面から創作を始め

ていくわけですね。

金城 いろんな情報が一気に

来るもんだから、処理出来な

くて不安という信号音が出て

くるんです。ビッビッビッ!情報オーバー

ですという感じですね。

GV 金城さんの作品の中には、いろん

な形で情報が含まれていると思います。

それは、一体どこら辺から来るんですか?

金城 私たちは、遺伝子の膨大な情報を

もつて生まれてきています。それがある

信号によつてコントロールされて、少し

づつ情報が出でてくるんです。それで日

常生活が出来るんです。それが、ある時

期に情報が一気に飛んでくる時がありま

す。もちろん、脳味噌は反応できない。

その時に感じるのが 「不安」だと思う。

現在というのはいろんな情報があり、歪

みが出てくる。そこで不安の形としてい

ろんな事が起こる。それと同じように僕

自身も遺伝子の中で、情報が一気に出て

くる。そして不安になる。いろんな情報

が来て、良い処理が出来たとき自分がや

さしくなったり、好きになったりするん

です。

GV 表現上のテーマというのは、ある

んですか ?不 安を表現したいのか、それ

とももっと違うものなのか?

金城 不安を表現したい訳じやなくて逆

なんですよね。それから逃れたいから何

か表現したいというか。

GV 表現してしまうと、やり遂げたと

いう安堵感みたいな、不安感が解消され

たという解釈が創作上あるんですか ?

金城 不安を描くことによつて不安を解

消するという、カタルシストとは少し違

う気もするんですよね。問題は、まだま

金城 満 「管理社会」

だ解決されませんね。手探 り状態と言つ

たはうが正しいと思います。

GV 金城さんは、実に不思議なコンセ

プトを持つていると思うのですが、そう

いう部分というのは、自分の流れのなか

でどう位置付けしているのですか。

金城 今までのコンセプトという形が固

体だつたと思うんですよね。物質感があ

り、手で触れられるし、それを液体的に

も解釈できたし、気体的にも解釈できた

けど、コンセプ トは基本として固体であ

つただろうと思います。

その時代の把握と、哲学、思想を不変

化していくというややこしい作業をここ

までフリージングしていく必要があるの

か、僕はすごく疑間に思います。そうな

ると10年前の自分はそうだつたけど、今

はこうなんだということが言いにくくな

つてしまいますよね。時間をかけて固め

ていかないと、たかだか30代でそれに対

抗する位の固体を持つているか ?と 聞か

れたらドギマギします。

GV ある意味では、創作の上での年齢

的なこともあるわけですか。

金城 それもあると思います。僕の希望

としては、創作、思考、ともにあまり固

体化したくないというのがあるんです。

鋼論的な事も否定はしません。

GV かなり時代的にミニマル化してい

ますが、それに関してはどんな解釈をし

ていますか ?

金城 圧縮にも絶えうる時代そのものが

固体の時代と思います。ウォ=ホ ール

時代は、大衆という固定化できるものが

あつたと思う。概念としての強烈なもの

があつたんです。

今、あえて強烈なものというのは、過

去が今ある、情報が抽象化している気体

感ですね。分子化していつて、ゆらゆら

したり、もつと流動的なものに近いと思

います。答えを出したくないし、出ない

世界なんだと思う。それからすると、コ

ンセプトアートは、固体的なんです。

概念的な主張の時代では、もはやあり

ません。それでは、決して普遍性は持ち

得ないでしよう。

GV ミニマル化から見える、新 しい流

れがあるとしたら何でしよう。

金城 いわゆる、コンセプトアー トは、

終焉を迎えているわけで、一つのコンセ

プトでは納得できないわけです。僕にと

つては、遺伝子が不思議、皮膚が不思議

というところから、もつと普遍的な所に

いきたい。

GV 表現、美学の領域が方法論におい

て科学的に着眼しなかつたわけですね。

まるで美学の核爆発ですね。表現は、ミ

ニマル化の中で、分裂、拡散したのでし

ょうか ?。

金城 ミニマル化から、宇宙を知るとこ

ろまで、いけるような気がしています。

自然、社会運動も、そういう流れをくま

ないとダメなんじやないでしようか。

GV 先進国も後進国も並列化の時代。

全体の生態系こそ、大事なんですね。社

会、経済構造もそこから思考できるかも

知れませんね。

金城 つまり、僕はコンセプトアートで

切り捨てられた部分、学生運動などで無

意識化された部分をいしくりたいわけで

す。整理していく中で、失ってしまつた

ホコリこそ大事なんですね。結局、DN

A思 考に通じることなんだと思います

GV まさに、若い世代はDNAの 立場

から発想するというわけですね。これか

らの活躍を期待しています。今日はおも

しろい話、ありがとうございました。
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